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ス
ポ
ー
ツ
の
季
節
に

　
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸

ま
で
」
の
た
と
え
通
り
、

秋
風
に
も
日
ご
と
に
涼

し
さ
が
加
わ
り
、
朝

晩
は
す
っ
か
り
秋
ら
し

く
な
っ
て
き
た
。
本
市

で
も
だ
い
ぶ
稲
刈
り
が

進
み
新
米
の
頃
と
な
っ

た
。
九
州
農
政
局
長
崎

地
域
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

と
壱
岐
の
作
況
指
数
は

１
０
８
の
「
良
」
で
、

対
馬
と
合
わ
せ
地
帯
別

で
最
も
高
か
っ
た
と
い

う
。
ち
な
み
に
全
国
の

作
況
指
数
は
１
０
２
の

見
込
み
と
い
う
。

　
先
週
末
「
十
五
夜
」
の
日
の

30
日
は
、
前
回
の
台
風
16
号
の

影
響
で
延
期
に
な
っ
た
学
校
や

こ
の
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
学

校
の
運
動
会
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
な
ど
あ
り
、
石
田
町
、
筒

城
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

あ
っ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に

行
く
途
中
、
す
ぐ
近
く
の
筒
城

ふ
れ
あ
い
広
場
の
特
設
コ
ー
ス

で
４
日
に
開
か
れ
る
中
体
連
・

駅
伝
大
会
に
向
け
て
の
練
習
が

行
わ
れ
て
い
た
。

　
今
月
８
日
は
「
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
み
、
健
康
な
心
身
を
つ
ち

か
う
」
な
ど
と
施
行
さ
れ
た

「
体
育
の
日
」
で
、
先
月
か
ら

こ
の
日
に
向
か
っ
て
ス
ポ
ー
ツ

の
シ
ー
ズ
ン
到
来
と
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
行
事
が
催
さ
れ
実
施
さ

、
21
日
に
は
午
前
９
時
（
開

会
式
）
か
ら
、
い
よ
い
よ
郷
ノ

浦
町
、
大
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド
メ
イ

ン
会
場
に
▽
陸
上
▽
柔
道
▽
剣

道
▽
空
手
道
▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

の
５
競
技
に
よ
る
第
60
回
市
民

体
育
大
会
・
秋
季
大
会
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
各
競
技
に
出
場

さ
れ
る
各
選
手
た
ち
が
、
日
頃

か
ら
積
み
重
ね
て
き
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
成
果
を
発
揮
し
た
プ

レ
ー
が
注
目
さ
れ
る
。

　
各
会
場
に
足
を
運
び
、
試
合

を
終
え
た
ば
か
り
の
選
手
た
ち

の
表
情
を
見
る
と
、
プ
レ
ー
し

た
こ
と
の
爽
快
感
や
満
足
感
、

記
録
に
対
す
る
悔
し
さ
な
ど
感

じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
あ
ま

り
ス
ポ
ー
ツ
が
得
意
な
方
で
は

な
い
自
分
に
も
、
結
果
を
超
え

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
が
伝
わ

り
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
毎

年
、
「
何
か
自
分
に
合
っ
た
ス

ポ
ー
ツ
は
な
い
も
の
か
。
こ
の

成
人
病
が
心
配
さ
れ
る
体
型
を

少
し
ば
か
り
絞
っ
て
み
た
い
」

な
ど
と
の
思
い
に
駆
ら
れ
る
こ

と
も
た
び
た
び
。

　
特
に
最
近
は
、
生
活
習
慣
病

予
防
や
そ
の
対
策
、
自
分
の
健

康
維
持
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
の

た
め
に
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
も
ち
ろ
ん
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
―
の
器
具
を
利

用
し
て
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し

た
り
、
個
人
で
購
入
し
て
日
々

鍛
錬
し
て
い
る
人
た
ち
も
増
え

て
き
て
い
る
。
自
分
も
進
め
ら

れ
る
ま
ま
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
る
こ
と
も
あ
る
が
、
長
続
き

し
た
こ
と
が
な
い
。
以
前
は
水

泳
が
好
き
な
こ
と
も
あ
り
、
湯

ノ
本
の
サ
ン
ド
ー
ム
を
よ
く
利

用
し
て
い
た
も
の
の
―
。

　
負
担
が
今
後
よ
り
一
層
増
加

す
る
で
あ
ろ
う
医
療
費
へ
の
対

策
と
し
て
も
、
普
段
の
生
活
の

中
に
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ

て
、
健
康
な
体
作
り
を
す
る
こ

と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
、
活

き
活
き
と
し
た
楽
し
い
人
生
を

送
る
た
め
に
も
、
よ
り
一
層
望

ま
れ
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
、
社

会
全
体
が
「
健
康
」
で
あ
る
こ

と
は
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

国
策
と
し
て
も
、
自
治
体
の
医

療
費
対
策
と
し
て
も
で
あ
る
。

Ｒｉｋａ＆Ｙａｓｉｒｏ
ヒーリングライブ
６ 日 オ レ ン ジ ハ ウ ス

◎
前
期
技
能
検
定

合
格
者

  

写真は盈科小学校での運動会

スポーツイベント
　目白押し！
秋季大会は５競技で

21日に第 60回市民体育大会

名
勝
負
に
湧
く

霞
翠
小
学
校

「
わ
ん
ぱ
く
す
も
う
大
会
」

10
チ
ー
ム
が
和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー

石
田
町
内
事
業
所
・
勤
労
者
親
睦
ソ
フ
ト

改
正
離
島
振
興
法
に
期
す
る（
上
）

全
国
離
島
振
興
協
議
会
会
長

白
川
博
一 

壱
岐
市
長

◎
本
来
の
会
期
末
直
前

に
成
立
し
た
改
正
法

　
全
国
の
離
島
関
係
者
が
成
り

行
き
を
注
視
し
て
お
り
ま
し
た

改
正
離
島
振
興
法
（
離
島
振
興

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
）

は
、
平
成
二
四
年
六
月
二
〇

日
、
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て

全
会
一
致
で
成
立
、
同
二
七
日

に
公
布
さ
れ
、
同
二
五
年
四
月

一
日
か
ら
予
定
通
り
施
行
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
混
迷
の
増
す
政
局
の
中
で
、

臨
時
国
会
へ
の
審
議
繰
り
延
べ

も
懸
念
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
し
た

が
、
離
島
振
興
計
画
の
策
定

や
、
来
年
度
の
事
業
実
施
に
向

け
た
予
算
要
求
と
い
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
考
慮
す
る
と
、
遅

く
と
も
第
一
八
〇
回
通
常
国
会

会
期
中
で
の
成
立
が
必
須
で
あ

り
、
結
果
的
に
は
、
関
係
国
会

議
員
各
位
の
ご
尽
力
の
お
陰
で

本
来
の
会
期
末
（
六
月
二
一

日
）
直
前
に
成
立
が
実
現
い
た

し
ま
し
た
。

　
六
月
一
五
日
の
衆
議
院
国
土

交
通
委
員
会
上
程
か
ら
同
本
会

議
、
参
議
院
国
土
交
通
委
員
会

を
経
て
、
同
本
会
議
の
採
決
ま

で
わ
ず
か
六
日
と
い
う
驚
嘆
す

べ
き
ス
ピ
ー
ド
で
あ
り
、
ま
さ

に
同
法
改
正
に
懸
け
る
関
係
各

位
の
熱
意
が
強
力
に
後
押
し
を

し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
改
正
法
は
、
従
来
の
ハ
ー
ド

整
備
支
援
に
加
え
て
ソ
フ
ト
施

策
の
大
幅
な
拡
充
が
図
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
さ
に
抜
本
改
正

と
い
う
評
価
に
相
応
し
い
内
容

で
あ
り
、
私
は
離
島
振
興
の
地

平
を
切
り
拓
く
新
し
い
法
律
の

制
定
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
お

り
ま
す
。

◎
法
改
正
実
現
ま
で
の

経
緯

　
平
成
二
一
年
度
、
財
団
法
人

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
で
組
織
し

た
「
島
の
将
来
を
考
え
る
研
究

会
」
（
座
長
・
小
林
勇
造
社
団
法

人
日
本
リ
サ
ー
チ
総
合
研
究
所

理
事
長
）
で
は
、
新
た
な
島
の
振

興
へ
の
期
待
と
し
て
、
海
と
空
の

交
通
政
策
、
島
の
基
盤
づ
く
り
、

定
住
環
境
の
整
備
、
島
の
地
域
資

源
を
生
か
し
た
各
種
雇
用
対
策

な
ど
の
推
進
を
骨
子
と
す
る
提

言
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
離
島
振
興
協
議

会
で
は
、
同
二
二
年
度
に
「
離

島
振
興
法
改
正
検
討
会
議
」
（
座

長
・
阿
比
留
勝
利
城
西
国
際
大

学
教
授
）
を
立
ち
上
げ
て
討
論

を
重
ね
、
離
島
市
長
村
長
の
意

見
や
現
地
調
査
の
結
果
な
ど
を

踏
ま
え
、
国
益
に
資
す
る
離
島

の
機
能
発
揮
の
た
め
、
離
島
へ

の
真
の
安
定
定
住
を
可
能
と
す

る
改
正
を
提
起
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
「
離
島

一
括
交
付
金
（
仮
称
）」
や
「
離

島
特
区
制
度
（
仮
称
）」
の
創

設
な
ど
を
含
め
た
抜
本
改
正
に

向
け
て
、
本
会
を
は
じ
め
と
す

る
離
島
振
興
関
係
四
団
体
で
政

府
・
国
会
に
対
し
、
要
請
活
動

を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
国
会
で
は
平
成
二
三
年
一
一

月
、
関
係
七
党
に
よ
る
「
離
島

振
興
法
改
正
に
向
け
た
与
野
党

実
務
者
会
議
」
が
ス
タ
ー
ト
、

本
年
五
月
ま
で
都
合
一
三
回
に

も
お
よ
ぶ
協
議
が
積
み
重
ね
ら

れ
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
の
要
望
も

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
盛
り
込
ま
れ

た
法
律
案
が
取
り
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。
全
党
全
会
派
が
参
画

し
て
の
法
改
正
協
議
は
、
昭
和

二
八
年
に
本
法
が
制
定
さ
れ
て

以
来
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ

り
、
ま
さ
に
法
制
史
に
特
筆
さ

れ
る
議
員
提
案
立
法
の
鑑
と
も

言
う
べ
き
、
画
期
的
な
法
改
正

と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　
七
党
の
代
表
と
事
務
局
担
当

議
員
は
左
記
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
）。

【
民
主
党
】
山
田
正
彦
離
島
政

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
座
長

（
当
時
）
／
打
越
あ
か
し
同
事

務
局
長

【
自
由
民
主
党
】
武
部
勤
離
島

振
興
特
別
委
員
長
／
宮
腰
光
寛

同
事
務
局
長

【
公
明
党
】
遠
山
清
彦
離
島
振

興
対
策
本
部
長
／
山
本
博
司
同

事
務
局
長

【
み
ん
な
の
党
】
桜
内
文
城
政

策
調
査
会
副
会
長
（
当
時
）

【
日
本
共
産
党
】
赤
嶺
政
賢
離

島
振
興
対
策
委
員
会
責
任
者
／

塩
川
鉄
也
同
事
務
局
長

【
社
会
民
主
党
】
重
野
安
正
幹

事
長

【
国
民
新
党
】
下
地
幹
郎
幹
事
長

※
（
財
）
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
機

関
誌
「
し
ま
」
第
2
3
1
号
よ
り

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
「
体
育
の

日
」
（
８
日
）
に
向
か
う
よ
う

に
、
本
紙
で
も
先
月
１
日
の
壱

岐
、
壱
岐
商
業
の
両
高
校
の
体

育
祭
を
皮
切
り
に
、
各
地
で
体

育
祭
（
運
動
会
）
を
は
じ
め
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押

し
。
21
日
に
は
、
第
60
回
市
民

体
育
大
会
・
秋

季
大
会
が
午
前

９
時
か
ら
、
郷

ノ
浦
町
、
大
谷

グ
ラ
ウ
ン
ド
を

メ
イ
ン
会
場

に
、
陸
上
・
剣

道
・
柔
道
・
空

手
道
・
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
５
競

技
で
行
わ
れ
、

県
民
体
育
大
会

（
諫
早
市
な
ど

で
10
，
11
日
）・

壱
岐
選
手
団
の

結
団
式
が
11
月

6
日
、
同
町
、

文
化
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
る
。

　
今
大
会
に
は
壱
岐
か
ら
、
16

競
技
に
約
３
７
０
人
の
選
手
が

エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
。

　
市
商
工
会
青
年
部
石
田
支

部
（
川
富
勉
支
部
長
）
主
催

の
第
36
回
石
田
町
内
事
業
所

並
び
に
勤
労
者
親
睦
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
30
日
、
同

町
、
筒
城
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
か
れ
、

参
加
者
た
ち
は

和
気
あ
い
あ
い

と
ス
ポ
ー
ツ
の

１
日
を
楽
し
ん

だ
。

　
同
大
会
は
、
町

内
各
事
業
所
に

勤
務
す
る
従
業

員
の
福
利
増
進

と
勤
労
者
相
互

の
親
睦
と
士
気

高
揚
を
図
り
、
明

日
の
産
業
振
興

の
た
め
、
鋭
気
を

養
う
こ
と
を
目

的
に
開
か
れ
、
当

日
は
台
風
17
号

の
影
響
が
心
配

さ
れ
た
も
の
の
大
き
く
崩
れ
る

こ
と
は
な
く
、
10
チ
ー
ム
が
出

場
し
て
行
わ
れ
、
若
宮
泰
治
商

工
会
副
会
長
の
始
球
式
に
続
き

ゲ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
　

　
優
勝
は
壱
岐
消
防
署
、
準
優

勝
・
市
役
所
（
石
田
）、
3
位
・

金
子
産
業
。

　
兵
庫
県
篠
山
市
在
住
、
関
西

方
面
を
中
心
に
ラ
イ
ブ
活
動
を

展
開
、
心
が
疲
れ
た
人
た
ち
に

贈
る
ヒ
ー
リ
ン
グ
ソ
ン
グ
を
歌

う
Ｒ
ｉ
ｋ
ａ
さ
ん
と
ギ
タ
ー
の

Ｙ
ａ
ｓ
ｉ
ｒ
ｏ
さ
ん
の
ラ
イ
ブ

が
、
６
日
午
後
３
時
か
ら
と
同

じ
く
午
後
８
時
か
ら
の
２
回
、

郷
ノ
浦
町
、
永
田
ダ
ム
横
、
国

道
沿
い
の
オ
レ
ン
ジ
ハ
ウ
ス
で

開
か
れ
る
。

　
今
回
、
壱
岐
で
の
初
ラ
イ
ブ

に
あ
た
り
、
壱
岐
の
島
か
ら
の

直
感
を
得
て
新
曲
「
大
和
」
が

生
ま
れ
、
披
露
さ
れ
る
と
い

う
。
料
金
は
チ
ケ
ッ
ト
代
金
の

１
０
０
０
円
と
飲
み
物
代
と

な
っ
て
い
る
。

【
建
築
板
金
１
級
】

田
口
英
治
（
芦
辺
町
）、
中
村

栄
治
（
勝
本
町
）

【
防
水
施
工
１
級
】

吉
山
信
久
（
郷
ノ
浦
町
）、
辻

下
幸
太
（
同
）

＊
後
期
技
能
検
定
（
建
築
・

配
管
・
型
枠
施
工
な
ど
）
は

12
日
ま
で
申
請
受
け
付
け
。

問
い
合
わ
せ
な
ど
詳
し
く

は
壱
岐
高
等
職
業
訓
練
校

（
電
話
０
９
２
０
―

47
―

３
７
４
７
）
へ
。

　
勝
本
町
、
霞
翠
小
学
校
（
横

山
秀
敏
校
長
、
１
１
２
人
）
の

翠
の
会
（
堀
川
薫
会
長
）
主
催

の
「
わ
ん
ぱ
く
す
も
う
大
会
」

が
28
日
、
同
小
学
校
の
す
も
う

場
で
開
か
れ
、
児
童
ら
豆
力
士

た
ち
が
大
人
顔
負
け
の
好
取

組
、
力
相
撲
を
見
せ
、
応
援
の

保
護
者
や
友
達
ら
か
ら
大
き

な
歓
声
が
上
が
り
、
声
援
が
飛

び
交
っ
た
。

　
す
も
う
大
会
は

翠
の
会
主
催
と

な
っ
て
５
回
目

で
、
広
く
地
域
の

人
た
ち
に
応
援
の

輪
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
行
な
わ

れ
、
児
童
取
り
組

み
の
全
学
年
の
個

人
戦
と
団
体
戦
、

幼
児
取
り
組
み
な

ど
あ
り
、
会
場
は

子
ど
も
た
ち
の
元

気
い
っ
ぱ
い
の
名

勝
負
に
湧
い
た
。

◎
忌
明
寄
付

（
敬
称
略
）

▽
郷
ノ
浦
町
郷
ノ
浦
、
塚
元
政

毅
（
亡
父
勝
）
・
市
社
協
郷
ノ

浦
事
業
所
、
先
町
公
民
館
へ

▽
郷
ノ
浦
町
初
山
西
触
、
札
元

初
義
（
亡
父
三
好
）
・
市
社
協
郷

ノ
浦
事
業
所
、
初
山
西
ノ
南
公
民

館
、
初
山
西
老
人
会
、
大
久
保
漁

港
船
主
会
、
初
瀬
船
主
会
へ

▽
郷
ノ
浦
町
初
山
東
触
、
山
本

安
子
（
亡
夫
春
弘
）
・
市
社
協

郷
ノ
浦
事
業
所
へ

▽
勝
本
町
勝
本
浦
、
眞
瀬
侔
（
亡

父
菊
太
郎
）
・
市
社
協
勝
本
事

業
所
、
東
触
公
民
館
へ

▽
福
岡
市
南
警
弥
郷
、
品
川
秀

子
（
亡
母
政
子
）
・
市
社
協
勝

本
事
業
所
へ

▽
芦
辺
町
国
分
当
田
触
、
大
寶

芳
孝
（
亡
母
ウ
エ
ノ
）
・
市
社

協
芦
辺
事
業
所
、
国
分
当
田
公

民
館
へ

▽
芦
辺
町
中
野
郷
仲
触
、
村
川

政
孝
（
亡
父
千
年
）
・
市
社
協

芦
辺
事
業
所
、
同
石
田
事
業

所
、
中
野
郷
惣
清
公
民
館
、
老

人
保
健
施
設
壱
岐
へ

▽
芦
辺
町
中
野
郷
仲
触
、
山
川

佳
男
（
亡
母
二
三
四
）
・
市
社

協
芦
辺
事
業
所
、
中
野
郷
惣
清

公
民
館
、
市
立
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
へ

▽
芦
辺
町
住
吉
東
触
、
内
川
福

義
（
亡
母
よ
し
え
）
・
市
社
協

芦
辺
事
業
所
、
住
吉
東
公
民

館
、
住
吉
東
部
老
人
ク
ラ
ブ
、

老
人
保
健
施
設
壱
岐
へ

▽
芦
辺
町
諸
吉
仲
触
、
有
田
千
代

子
（
亡
夫
徳
一
）
・
市
社
協
芦
辺

事
業
所
、
諸
吉
後
目
公
民
館
へ

▽
芦
辺
町
諸
吉
南
触
、
坂
口
清

孝
（
亡
母
ヨ
シ
ノ
）
・
市
社
協

芦
辺
事
業
所
、
諸
吉
今
里
公
民

館
、
ひ
か
り
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ

▽
芦
辺
町
中
野
郷
仲
触
、
植
村

明
（
亡
父
寛
）
・
市
社
協
芦
辺
事

業
所
、
中
野
郷
惣
清
公
民
館
へ

▽
芦
辺
町
諸
吉
本
村
触
、
洲
﨑

幸
廣
（
亡
父
弘
）
・
市
社
協
芦

辺
事
業
所
へ

▽
石
田
町
印
通
寺
浦
、
平
田
健

司
（
亡
母
ヨ
シ
）
・
市
社
協
石

田
事
業
所
、
祝
町
公
民
館
、
同

老
人
ク
ラ
ブ
へ

◎
寄
付

▽
芦
辺
町
湯
岳
今
坂
触
、
長
嶋

ミ
ツ
子
・
福
祉
事
業
に
役
立
て

て
と
市
社
協
芦
辺
事
業
所
へ

○
お
た
ん
じ
ょ
う

●
お
く
や
み

慶
　
　
弔

（
24
日
～
30
日
　
届
け
出
分
）

【
郷
ノ
浦
町
】

▽
湯
浅
右
京
（
う
き
ょ
う
）
ち
ゃ

ん
／
傑
彦
・
田
中
触

【
芦
辺
町
】

▽
平
田
心
乃
花
（
こ
の
か
）
ち
ゃ

ん
／
裕
規
・
大
左
右
触

【
石
田
町
】

▽
宮
副
晴
琉
（
は
る
）
ち
ゃ
ん

／
浩
幸
・
池
田
東
触

【
郷
ノ
浦
町
】

▽
梶
原
キ
ク
エ
さ
ん
（
97
）
本

村
触

▽
矢
良
上
ハ
ル
子
さ
ん
（
87
）

木
田
触

▽
林
田
忠
雄
さ
ん
（
87
）
大
原

触【
勝
本
町
】

▽
畑
原
ミ
シ
マ
さ
ん
（
84
）
新

城
東
触

▽
増
元
富
代
さ
ん
（
81
）
東
触

▽
折
尾
洋
一
さ
ん
（
77
）
本
宮

西
触

▽
永
元
定
枝
さ
ん
（
91
）
北
触

【
芦
辺
町
】

▽
原
田
省
吾
さ
ん
（
76
）
芦
辺

浦【
石
田
町
】

▽
大
野
浅
員
さ
ん
（
78
）
筒
城

西
触

▽
西
本
東
次
郎
さ
ん
（
99
）
久

喜
触

◎
日
曜
営
業

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド【
7
日
】

▼
郷
ノ
浦
町
▽
辻
川
石
油
▽
永

富
石
油

▼
勝
本
町
▽
村
川
石
油
▽
江
見

石
油

▼
芦
辺
町
▽
中
野
石
油

▼
石
田
町
▽
江
口
石
油


